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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成20年5月1日(2008.5.1)

【公開番号】特開2006-258736(P2006-258736A)
【公開日】平成18年9月28日(2006.9.28)
【年通号数】公開・登録公報2006-038
【出願番号】特願2005-79725(P2005-79725)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｍ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｍ  11/00    　　　Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月18日(2008.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検レンズの被検面上における所定位置から所定量離れた位置を第１の基準位置とし、
該被検面上を該第１の基準位置より測定子で走査して該被検面の形状を計測する第１工程
と、
　該被検レンズを回転させて該第１工程の走査方向とは反対の経路で該所定位置から所定
量離れた位置を第２の基準位置として、該被検面上を該第２の基準位置より測定子で走査
して該被検面の形状を計測する第２工程とを有し、
　該第１、第２工程で得られた計測結果に基づいて該被検面の偏心量を求めることを特徴
とするレンズの偏心測定方法。
【請求項２】
　前記第１、第２工程によって計測する前記被検面の形状は、同一断面内の形状であるこ
とを特徴とする請求項１のレンズの偏心測定方法。
【請求項３】
　異なる複数の断面において前記第１、第２工程の計測を行い、前記複数の断面での計測
結果に基づいて前記被検面の偏心量を求めることを特徴とする請求項２のレンズの偏心測
定方法。
【請求項４】
　直交する２つの断面において前記第１、第２工程の計測を行い、前記直交する２つの断
面での計測結果に基づいて前記被検面の偏心量を求めることを特徴とする請求項２のレン
ズの偏心測定方法。
【請求項５】
　前記被検レンズの外周部分の位置を治具で定める工程を有し、前記第１、第２工程での
計測は、それぞれ前記被検レンズの外周部分の位置が前記治具により定められた状態で行
われ、前記所定位置は前記治具により定められた外周部分に対応する位置であることを特
徴とする請求項１～４いずれかのレンズの偏心測定方法。
【請求項６】
　円筒断面を持つ２つの保持部材により前記被検レンズを挟み、前記被検レンズの軸と前
記２つの保持部材の中心軸を一致させる工程を有し、前記第１、第２工程での計測は、そ
れぞれ前記被検レンズの軸が前記保持部材の中心軸に一致した状態で行われ、前記所定位
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置は前記保持部材の中心軸に対応する位置であることを特徴とする請求項１～４いずれか
のレンズの偏心測定方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　本発明のレンズの偏心測定方法は、被検レンズの被検面上における所定位置から所定量
離れた位置を第１の基準位置とし、該被検面上を該第１の基準位置より測定子で走査して
該被検面の形状を計測する第１工程と、
　該被検レンズを回転させて該第１工程の走査方向とは反対の経路で該所定位置から所定
量離れた位置を第２の基準位置として、該被検面上を該第２の基準位置より測定子で走査
して該被検面の形状を計測する第２工程とを有し、
　該第１、第２工程で得られた計測結果に基づいて該被検面の偏心量を求めることを特徴
としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　図１に示す状態で第１回目の被検面の非球面形状を測定（計測）する、測定は測定子４
が被検面上の所定位置から所定量離れた第１の基準位置である非球面形状保証範囲内（有
効径内）の測定開始点Ｓから測定終了点ＥまでをＸ方向に走査測定する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　次に、レンズ保持部材２及び突き当て治具３は固定のまま、被検レンズ１のみを１８０
度回転させて図２に示す状態に被検レンズ１を保持固定し、測定子４で第１回目と反対の
経路で同一の測定開始点Ｓから測定終了点ＥまでＸ方向に走査して、２回目の非球面形状
を走査測定する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　第１回目の測定データと２回目の測定データ（計測結果）からレンズ外径に対する同一
断面内の非球面軸Ｌａの偏心情報を算出する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　図１９（Ａ）はレンズ面形状の任意の点を測定座標原点の基準として、走査子（測定子
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）４で走査して実測したレンズ面形状を示している。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　被検面上のレンズ外径部（所定位置）Ｔ点からＣ点及びＣ’点までの距離が判らないと
レンズ外径を基準とした被検面の最適非球面軸の偏心量をもとめることができない。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　しかし、第１回目の測定と第２回目の測定は同一測定開始点Ｓから測定しているので、
第１回目測定の外周部分に対応するＴ点（所定位置）から所定量離れたＡ点（第１の基準
位置）までの距離（所定量）ＴＡと第２回目測定のＴ点からＡ’点（第２の基準位置）ま
での距離（所定量）ＴＡ’は同じである。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　実施例１に基づいて実際にフォームタリサーフを用いて測定した実測例を示す。被検レ
ンズ１の非球面形状測定走査方向は図１３に示すように複数の方向１～方向８までの８方
向について被検レンズ１を回転させながら実測した例を示している。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　図８において、被検レンズ１１を固定された円筒断面の第１の円筒形のレンズ保持部材
１２に載せる、第１の円筒形のレンズ保持部材１２と同軸になるよう加工された、可動の
第２の円筒形のレンズ保持部材１３をレンズ保持部材１２と嵌合させながら被検レンズ１
１を挟み込みベルクランプの原理（回転軸が等しい固定のレンズ保持部材と可動のレンズ
保持部材を有し、双方で被検レンズを両レンズ面側からはさみ、被検レンズが双方のレン
ズ保持部材に密着すると、レンズ保持部材が接触している部分の厚さがレンズ面全周にわ
たって等しくなり、同時に被検レンズの光軸がレンズ保持部材の回転軸と一致する原理）
で被検レンズ１１の軸出しを行う。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　この際、レンズ保持部材１２及び１３の貫通孔１２ａ，１３ａに空気を送り込むと被検
レンズ１１とレンズ保持部材１２との接触部の摩擦抵抗が軽減され、より高精度な軸出し
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が可能となるので望ましい。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　尚、図８，図９においてＰＫはベルクランプの中心軸（所定位置）である。中心軸ＰＫ
から点Ａ又は点Ａ’までの距離（所定量）ＴＡ，Ｔ’Ａ’が図１，図２における所定量Ｔ
Ａ，ＴＡ’に相当（対応）している。
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